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はじめに
平成 16 年の景観法制定から 10 年余りが経過するなか、景観行政に取り組む地方公共団体が全国的

に増加し、また、日本各地において良好な景観の形成に対する市民意識も向上している。実際に、歴史
的なまちなみの整備、家屋等の屋根の色彩の統一やファサードの修景、目抜き通りにおける屋外広告物
の適正化や無電柱化等を行うなど、地域が主体的に良好な景観を保全・創出することにより、さらなる
取組みを誘引するという「良き循環」を実現し始めている。これにより、地域ブランドとして観光客増
加など地方創生につながっている事例や、住民の誇りの醸成、地域価値の向上等につなげる事例が見ら
れるなど、一定の効果が現れている。

一方で、良好な景観は地域により様々であり、市街地、郊外、農村などの立地や歴史・文化などの地
域性など、それぞれの地域の実情に応じて具体的な取組み方策も効果発現のスピードも異なり、全国的
に見れば、発展途上の地域もまだまだ多い。

今後、本格的に進行する人口減少社会において、都市の集約化等を図りつつ持続可能なまちづくりを
進めることを視野に、地域の魅力を高める「良き循環」を一層促進するためには、５年後、10 年後を
見据えた取組みを加速させていくとともに、中長期的に取組みを継続していく必要がある。

本パンフレットは、魅力ある景観の形成について、地方自治体や地域住民等が取組むための動機づけ
や目的意識につながるよう、取組みを進めることにより得られる波及効果を紹介するものである。


